
， 心 の 糧
十二使徒評議員会補助

ア ル ビ ン ・Ｒ ・ダ イヤー

は謙遜と柔和の間には違いがあると信じている。柔和 とは進んでへ りくだる私

状態 と言 うことがで きよう。予言者 アル マはその違 いを知 って いたようで あ

る。 アル マの言葉に注 目してみよ う。

「私 はあなたた ちが境遇 か らやむを得 ずへ りくだ
ったか らさいわいで あると言 っ

たが，神の道を聞いたか ら進 んで真心 か らへ りくだ る者 はなおさいわ いで あるとは

思 わな いか。 まことに，真心か らへ りくだって 自分の罪を悔 い改め，終 りまで忍ぶ者

は祝福 を受 ける。本 当に このよ うな者 は， きわめて貧 しいた めにやむを得ずへ りく

だ る者 よ りも， ひときわ多 く祝福 を受 ける。 それで あるか ら，へ りくだ ることを強

制 され ずに進 んでへ りくだる者 はさいわいで ある。言葉をかえて言えば，心 をかた

くなにす る こと もな く，強 いて神 の道を説 きすすめ られなければ これを信 じない と

言 うこと もな く，進んで神 の道を信 じバ プテスマを受け る者 は さいわいである。」

（アル マ３２：１４－１６）

宣教師 の携 える回復 のメ ッセージにす ぐさま応 じる人 はほ とんどが善良で正 直な

心 の持 ち主 で ある。 そ して霊 的に本当の改 宗を した入 は さらに忠 実な末 日聖徒 とな

るので ある。
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１１月 の こ よ み

１ 日 １８０８年 第 ３代 目大 管 長 ジ ョン ・

テ イ ラー 生 ま る。

１３日 １８３８年 ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス大

管 長 生 ま る。

ユ７日 １９６４年 デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大

管 長 に よ りオ ー ク ラ ン ド神 殿献 堂

さ る。

　
２２日 コ８５６年 ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト

大 管 長 生 ま る。

２３日 １９１８年 ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト

教 会 の第 ７代 目大 管長 と して 支 持

さ る。

２３日 １８６９年 ソル トレー ク市 で ＹＷ Ｍ ’

ＩＡ組 織 さ る。

φ
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会のプログラムに参加している様子を表

わ している。教会と世界の レーマン人に
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ジョセブ ・フィールデ ィング ・スミス大管長による今月のメッセージは教会

の若人に向けられているが，あらゆる年代の教会員にとっても有意義なもので

ある。

共 に業 を成す

若者 よ

ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・

ス ミス 大 管 長

はあなたがたに この大切なメ ッ

私
セージで何を語 るべ きか深 く考

えた。 そ こで私の個人的な体験 をい く

つか述べ ようと思 う。 その ほとん どは

何年 も前 に起 こった ことであ る。その

時期 や時代 は もう遠い過去 のものであ

って も， それ らは あなたがたが現在直

面 して いる経験や誘惑 と共通す るもの

が ある。私 はあなたがたに これ らの真

理が人生 において いか に大切 かを知 っ

て いただ きたい と希望 してい る。

少年時代 に，私は ジュニ ーとい う馬

を持 って いた。 ジ ュニーは，かつて私

が出合 ったうちで最 も賢い動物であ っ

た。 まるで人間 のような能力を備えて

いた。 ジュニーは うまやの扉 にかけた

ひ もをいつ もはず して しま うため，私

はジ ュニーを うまやにつないでお くこ

とがで きなか った。私 は うまやの扉 を

半分開いて柱 にたずなを結んでおいた

ものだ ったが， ジュニーはい とも簡単

に鼻 と歯 を使 ってたづ なを持 ち上 げて

はず し，牧場へ行 くのであ る。

牧場 には家畜用 のお けに水 を入れ る

水道 の蛇 口が あったが， ジュニーは歯

で蛇 口をひね り，永を出 し放 しに した

ものだ った。私 の父は私 が ジュニーを

うまや につないでお くことがで きない

ため閉 口 して いた。 ジュニ ーは逃 げて

行 って しま うことはなかった。 ただ蛇

口をひね って，牧場や芝生 の上，庭 の

中を歩 き回 るだけであ った。私 は真夜

中 に水道 め水 がほ とば しる音 を聞き，

やむをえず起 きて，蛇 口を しめ， ジ ュ

ニーを うまやに入れ ることがたびたび

あつた。

私 の父は馬の方が私 よりも賢 いよ う

だ と言 った。 ある日父は ジュニ ーが外

へ出 られない ように閉 じ込 めて しま う

ことに した。父は柱 の上 か らかけてい

たたづなを とって，横 にわた してあ る

棒の下の方にたづなを締 め金 で とめ，

こう言 った。 「お嬢 さん，今度 は出 ら

れな いで しょう。」父 と私 は家 の 方 に

向か って歩 き始 めた。 ところが家 に着

かな いうちに， ジュニーは外 に出てい

た。 そして， 歩いて行 くと， また して

も水 道の蛇 口をひねったのであ る。

そこで私は ジュニーがおそ ら く私 た

ちの どち らよ りも頭 が良 いのであろ う

と言 った。私 た ちは どうして もジュニ

ーを うまやにつないでお くことができ

なか った。けれ ども， それは ジュニー

が悪 い とい うことではなか った。 ジ 講

ニ ーは何 も悪 い ことを していなか った

か らであ る。 父は ジュニーを売 った り

交換 した りしようとは しなかった。 ジ

ュニ ーは多 くの良い性質 を持 っていた

ため， この小 さな欠点 を生 み出 したか

らで ある。

ジュニーは うまやを抜 け出す技術 に

たけていたよ うに，馬車 をひ く時 も頼

りがいの ある馬であ った。母 は免許 を

持 った助産婦 であ ったため， これ は大

切な ことであ った。母 が盆地 の どこか、

でお産 のために呼 ばれ るのは真夜中 の

時が多か ったので私 は起 きて うまや に

ランタ ンを持 って行 き， ジ ュニーに馬

具 をつけなければな らなか った。

当時私 はわずか １１， ２歳で あった。，、

そのため，馬 はお とな しくて どんな天

候で も私 と母 を連 れて盆地 を行 くこと

がで きるよ うな強 い馬 でなけれ ばな ら

なか った。 しか し，私 は理解で きなか

った ことが一 つあった。 それ は赤ん坊

がなぜ夜 中に生 まれ， それ も多 くが冬

生 まれ るのか とい うことで あった。

私 は馬車 の中で母 を待 つ ことが しば

しばあった。 そ して年老 いたや さ しい

ジュニ ーと一緒 にい ることので きる間

は私 に とってすば らしい時で あった。

３０９



この馬 との経験 は私 にとって非常 にた

めになった。 なぜ な らば少年時代 に ジ

ュニーを愛す ることと感謝 す ることを

学 んだか らで ある。 ジュニーはわずか

な悪 い習慣 こそあれ，すば らしい馬で

あった。人 間 もこれ と同 じで ある。完

全 な人 はいない。だが私 たちは天父 の

よ うに完全 になろ うと努 めて いるので

あ る。私 たちは人 々のために人々 を愛

し，感謝 す る必要 があ る。

あなたがたが両親，教 師， ワー ド部

やス テーキ部の指導 者，友人 ，兄 弟，

姉妹を評 価す る時， このことを頭 に入

れて お く必要が あると思われ る。私 は

いつ もこの教訓 を心 に留 めて きた。す

なわちい くつか の悪 い習慣 を改 めさせ

よ うと努 める傍，人々 の良 い点 を見 る

ように してきたのであ る。

の ちに，私 はあ る人 々に とって本 当

に愛 し，喜 び としてい るものを捨 て去

ることがいか にむずか しい か を 知 っ

た。私 はス ポーツが好 きで特 に兄弟 の

デ ビ ドとハン ドボールをす るのが好 き

だ った。 ある日，私 は大汗をか き，顔

を真つ赤 にさせてハ ン ドボール のコー

トか ら帰 ってきた。す ると，私 のロ ッ

カーの近 くに，私 の友人で非教会員で

あ るプ ラマー博士 が立 って お り，私 を

見 るとこう言 っ、た。 「ジョセフ兄弟，

ハ ン ドボ ールをやめない と，何 々氏 の

ようにいつか床 に倒れて死 んで しまい

ます よ。」

私 にとってやめ るということは大変

なことで あった。む しろ毎 日の ように

ハン ドボール を したか った ので ある。

私 は事務所 の窓か ら外 を見 る時，決 ま

って隣のデゼ レ ト体育館 をなが め，行

ってゲ ームを したい とい う気持 ちに駆

られたので ある。 しか し，私 は決心 を

変えなか った。それか ら間 もな くプ ラ

マー博 士を訪れ ると，博士 は こう言 っ

た。‘「ジ ョセフ兄弟，まだハ ン ドボー

３１０．

ルを してい るのですか。」

「博 士
，あなたがやめ るよ うにおっ

しゃった時か ら私 はやめま した。 コー

トに行 った ことは一度 もあ りません。」

と答 えた。 これ は博 士を非常に喜 ばせ

たよ うで あったが，私 のチ ームメイ ト

は大 そ う憤慨 して いた。 そ して， 「あ

なたにきて もらわな くては困 ります。

フォーメーシ ョンが組 めないで はない

ですか。」

「申 しわけない
。 しか し， もうやめ

たよ。」 私 は口で言 う以上 に ゲームに

出る ことが好 きだ った。私 はプ レーに

飢 えて いたが，私 の年令か ら考 えて良

くないことを知 った の で あ る。 同 時

に，私 はバ プテスマを受 ける以前に長

年 の間何 かの活動 や習慣を喜び と して

いた改宗者 に とってそれ をやめること

が， どれほ どむず か しい もので あるか

について， い ささか理解 できるように

なった。

私 は自分の経験 か ら， あなたがたが

何か を変 えることを望 む時，心 か ら望

む時， それ はで きるということを知 っ

た。私 たちは自 らの良心 と聖典 か ら何

によって生 きるべ きか を知 ってい る。

すなわち永遠 の幸福 と進歩 のた めにど

のよ うな習慣 を変 えていか なければ な

らないか教 え られ ている。

古 代の偉大 な予言者 の １人で あるイ

ザ ヤは私 た ちの時代 を見 て， この末 日

の状態を書 きしるした。今 や この近代

において，イザ ヤの予言 が成就 されつ

つ ある。

教会本部 まで の道を行 き来 してい る

時 に，私 はつつ ま しい服装を して いな

い女性 を目に している。彼女た ちの多

くは「シオ ンの娘」で ある。私 は時代 と

流 行が変わ ることをわきまえて いる。

これを見てい ると，青年 時代 ソル トレ

・ｒク ・ステ ーキ学院，後 の末 日聖徒大

学 に通 っていた時をいまな お 思 い 出

、

す。

女 学生 はブ ラウスを着， くるぶ しま

でのス カー トをはいて，頭 か ら足 の先

まで きちん とした服装 を していた。 ま

た私 は若 い男女の学生 がグループでシ

テ ィク リーク峡谷までの旅 行に行 った

時 に起 こった出来事をおぼえてい る。

ハイキングの途中で，女学生 の １人 が

足 をすべ らせ，枝 にスカー トをひ っか

けて， ひざまで足が見 えるほど破いて

しま った。 その女学生 はどう して よい

かわか らな くな り， ひ とりで家 に帰 り

たい と言 った。何 時間 もか かってよう

や く他の女学生 がなだめ，事故 のこ と

を忘れ るように説 き伏 せた。

現代 は当時 に比 較すれば， ひざを見

せ るこ とはあたりまえにな ってい るが

私 はひざを見せ る服を着てい る女性 を

悪 い と言 って いるので はな い。私 た ち

がいだ くべき気持 ちを述べ ようとして

い るのである。

つつ しみ と適切 さの原則 は昔 も今 日

も同 じであ る。教 会幹部 が表明 して い

る標準は，男女 共，つつ しみのある服

装 をすべ きであ るとい うことである。

民 は常 に適切なふ るまい とつつ しみを

教 え られて いる。

私 は 「シオンの娘」がつつ しみを忘

れた服装 を して いる時，それは 「シオ

ンの娘」 に とって，不名誉な ことであ

ると考 えている。 さ らに， これは女性

と同様 男性 について も述べ ることがで

きる。 主は古代 イス ラエルの民 に対 し

て，男 も女 も自らの体 をおおい，常 に

純潔 の律法を守 るよ う戒 め られた．

私 はつつ しみ と純潔 を願 ってい る．

また男女すべての教 会員 に純潔 である

よ う， 自 らの生活 において清 くあ るよ

う，主が与 え られた誓約 と戒 めに従 う

よ う願 って いる。

‘
．私 は生涯 を通 じて のこれ らの小 さな

出来事 か ら， い くつか の真理 の原 則，



私た ちが完成への道を歩むにあた り有

益な主の知恵のあ らわれを学 んだ。私

たちが ここにいる目的は天における と

同 じように，御父のみ こころを行 な う

こ とで あ り，：地において義の業を行 な

うこ とで あり，邪悪を破 り， 不完 全 さ

を克服 して聖徒 とな り，地におけ る主

の僕 とな ることであ る。

私 は年若 き時に愛す ること，他人 を

裁かず 自 らの欠点を常 に克服 す るよ う

努め ることを学んだ。またハ ン ドボー

ルをやめた時 に，長い間親 しんだ習慣

をや める時の人々の苦 しみを知 った。

ジ ュニーの悪い習慣がその価値 をい

くらか下げた ように， ささいな ことの

ように思われ るつつ しみのない衣服 を

着 ることが，教会の若い男女 か ら何 か

を奪 って いるのであ る。

私た ちがいかに天 の御 父の前 に帰 ろ

うと して いて も， こうい った ことが，

私た ちが従 って生 活すべ き永遠 の原則

を守 らせ に くくす るのであ る。

私 はあなたがたに証す る。私 は神 が

生 きて ま します ことを知 ってい る。 イ

エス ・キ リス トが御父の生 みたまい し

肉 における唯一の御子であ ることを知

って いる。私は予言者 ジ ョセ フ ・ス ミ

スとその後継者の使命 に関 して完 全な

信仰 を持 って いる。

私 は自分が生 きてい ることを知 って

いるように，私た ちがイエス ・キ リス

トの不滅 の福音を有 してい ることを知

って いる。 も し私が これを知 っていな

い とすれば，私は ここにい ることを望

まないで あろう し， この業に何のかか

わ りも持 たな いであ ろう。 しか し，私

は体 のすみずみで これを知 ってい る１，

神が私 にこれ を啓示 した もうたか らで

ある。願わ くは，主が私た ちすべてを

祝福 した もうように，へ り くだ って祈

りｉ奉 る。 アーメン。

インデ ィアンのセミナリーは小学校

から高校までの若者が宗教的な経験と

訓練を得られるように設け ら れて い

る。

レー マ ン人

と教会

編 集 員

Ｍ ・ダ ラ ス ・バ ー ネ ッ ト

９４７年の晩秋 ，コータ州 リッチフ ィ１

一ル ドのてん さい畑 は雪 でおおわ

れて いた。 この畑 で働 いていたイ ンデ

ィアンた ちはほ とんど この谷 を去 って

いた。冷た く凍 りついた土 の中か らて

ん さいを堀 るために残 っていた数少 な

い人々 の中に１６才 にな るヘ レンとい う

名 の少女 がいた。 この少女 はてん さい

を堀 りた くて ここにとどま っていたの

で はな く，故 郷に帰 って しま った ら好

きな教育 が受 け られな いと思 って ここ

にとどまって いた ので ある。

ヘ レンは リッチ フ ィール ドに住 むあ

る家族 に， この町 にとどま り学 校に通

いた いので，裏庭 にテン トを張 るのを

許 して くれ るように頼 んだ。 それは ゴ

ール デン ・ブキャナン１が イ ンデ ィア

ンのおかれて いる状況について話 した

ステーキ部大会のす ぐ後だ った。 ヘ レ

ン家族 は この大会 に出席 した の で あ

る６

これ ら２つ の出来事 に関す る問題 は

十二使徒評議員で あるスペ ンサ ー・Ｗ ・

キンボール長老が リッチ フ ィール ドを

訪れ た時，彼か ら助言 して もらうこと



上 ：レーマン人に福音をのべ伝えている

宣教師の多くはレーマン人である。

下 ：インディアン学生紹介プログラムで

は，若い人々が学業のために育ての親

と生活する前に健康診断を受ける。

３！２

で決着がつ き， その後ヘ レンはブキ ャ

ナン家 に引 き取 られ ることにな った。

翌年 の秋 には ９人 のイ ンデ ィア ンの

若者が末 日聖徒 の家庭に引 き 取 ら れ

だ ，イ ンデ ィアン学生紹 介プ ログ ラム

へ と発展 した ことの起 こりは これ であ

った。そ してそれはその後 ひ きと られ

た ５千人以上 の レーマ ン人学生 に影響

を及ぼす こととなったのである。 この

プ ログ ラムはさ らに教会 の会員 に レー

マ ン人 とレーマ ン人 に予言 されて いた

約束 につ いて新た に思い起 こさせ るき

っか けとな った。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教 会は，

イ ンデ ィアンと呼ばれ るアメ リカ大陸

に住 む人 々また， 大平洋上 の島々に住

む入 々を神学 的にまた哲学的 に理解 す

るにあた って特異 な概念 を も っ て い

る。 この人 々はヤコブの家 の残 りの子

孫 （皿ニーフ ァイ２１；２）で あ り， リ

ーハイの子孫す なわち紀元前 ６００年頃

エル サ レムか らアメ リカ大陸 に来た イ

スラエル人な ので ある。古代の民が受

けた啓示 の記録 すな わちモル モン経

にはレーマン人 に対す る大 いな る約束

が見 い出 され る。

１８３０年， モルモ ン経 を翻 訳 し出版 し

たジ ョセ フ ・ス ミスは教会 の設立 当初

レーマン人に福音 が述 べ伝 え られ ると

い うこと， すなわち予言 されて いた約

束を再確認 したのであ る。 その 日か ら

今 日に至 るまで福音 は レーマン人 と し

て知 られ てい る人 々にのべ伝 え られて

いる。

ジョセブ ・ス ミスによ り初期 の伝道

活動 が始 め られ，聖徒 たちがユ タ州 に

定住 した時， ブ リガム ・ヤ ングが イン

デ ィアン と友交を保 ち， また リッチ フ

ィッール ドの少女 に助 けの手が伸べ ら

れて以来， インデ ィアンを支持 す る幅

広 いプ ログラムが社会的に も神学 的に

もすすめ られてい るのであ る。

今 日，教 会はい まだかつてなか った

程 ， レーマ ン人 に福音 をのべ伝 え，宗

教 的な教育 な らびに非宗教的 な事柄 を

提供 し， この偉大 な人 々の経済的成長

の仲立 ちとなるよ うに努力 しているの

であ る。

紹介 プ ログラムの主な 目的 は，イ ン

デ ィア ンの学生 に自分 自身 について よ

り正 しい認識を持たせ ることであ って

イ ンデ ィアンの学生 を 白人の ようにす

る ことで はない とこのプ ログ ラムを担

当す る管理者た ちは考えてい る。 さら

に，当然の ことなが ら教 会全体 にわた

って活躍 す るこのよ うな若 い人 々によ

って白人 の間にある偏見 とい う障壁 は

打 ち砕 かれ ているのである。

太平洋地域や ラテンアメ リカに設 立

されて いる教会 の学校が これ らの地域

に住む末 日聖徒た ちの生活に対 して霊

的，社会的 に貢献 してい るとい うこと

は，中央 のステーキ部に住 む会員に と

って理解 しがたい ことであ る。

レーマン人のためのプ ログ ラムにつ

いて言 えることの うち最 も大切 な こと

は， このような プログ ラムに参 加す る

レーマン人が同胞 の間にあって指導性

と力 とを伸ば してい るとい うことであ

る。イエス ・キ リス トの福音 は人間 の

持 つ可能性 を広 げる。末 日聖徒 の レー

マ ン人ほ どこの ことを端的 に表 わ して

い る民 はいないのである。

また一 方，教会 の中 で レーマン人で

はない人 々の間 にあった偏見や， 白人

が上 で レーマン入が それ以下で あると

い った世襲的統治 のな ご りは次第に消

え去 りつつあるのである、，

注 １， ゴー ル デ ン ・ブ キ ャ ナ ンー １９４８年

に教 会 イ ンデ ィ ア ン ・コー デ ィネ ー ター

を 務 め ， １９５／年 ， 南 西 イ ンデ ィア ン伝 道

部 を 管 理 した。



誉 れ あ る血 統
十二使徒評議員会会長代理

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル長 老

＿ の 記 事 は １９７１年 ４月 ２４日， ソル ト レ ー ク 市 で

一
開催 された レーマ ン人 のユース ・コ ンフ ァレ

ンスで話 された演説 か ら取 った もので ある。 ナバ ホ

ー族評議員 会の会長 である ピーター ・マク ドナル ド

氏 もこの大会で話 を した。 は じめ の部分は彼 の こと

についてである。

私 はマク ドナル ド氏が 自分 は 「レーマン人」 であ

る と話 され るのを聞 いて うれ し く思 った。私 たちは

マク ドナル ド氏が レーマン人 であ ることをずっ と以

前か ら知 っていたが，その ことを言 うとは思わ なか

った。彼 のおかげで，私 たちの多 くはインデ ィアン

お よび他種族 との混血 イ ンデ ィア ンを含む レーマン

人 であ ると言 うであろ う。 この私 もあるインデ ィア

ン部族 の養子 にな り， ・インデ ィア ンの名前が付 け ら

れてい る。私 は事務所 を訪れ る人 々に誇 りを もって

レーマ ン人 は救 い主 の降誕 に先立つ ６００年前エルサ

レムを出て家族 と共 に荒れ狂 う海を渡 りア メ リカ大

陸 に上陸 した，かの リーハイの子孫 であ ると話 して

いる。 り一ハイ とその家族 は北米，南米， 中米 に住

む あ らゆ る種 族のイ ンデ ィア ンとメステ ィーソの祖

先で あり， また海 の島々， すなわ ちイ ンデ ィア ンの

歴史の中期頃， 自らの手 で造 った船 に乗 りアメ リカ

大 陸を離 れて島々に渡 ったイ ンデ ィア ンたちの祖先

であ る。

モルモ ン経 をこの世 にもた らした ジ ョセブ ・ス ミ

スへ の啓示が あるまで は，だれ もこれ らの移 住者 に

ついて は知 らなか った。それ以前， この ことはわか

らなか ったのだが，今や この疑 問は完 全に明 らかに

され たので ある。 今 日レーマ ン人 の人 口は ６千万入

にのぼ る。彼 らはチエ ラ ・デル ・フエゴか らアラス

カ最北端のバ ロー岬にいた るまでアメ リカの全土 に

住 んでお り， またハ ワイか ら南方 の南ニュージラン

ドまでの島々に も住 んでいる。

啓示 と金版 に書かれ丘 に埋蔵 されていた レーマ ン

人 の歴史 である偉大な モル モン経 とのゆえに，教 会

はすべての レーマン人 に深 い関心 を寄せ てい る。予

言者 ジ ョセブ ・ス ミスによ る翻訳 は，救 い主 の降誕

６００年前 か ら降誕後 ４００年 までの１０００年 にわ たる連

続 した歴 史， すなわ ちこの大陸 に住 んでいた偉大 な

民の歴 史を明 らかに したのであ る。 その後１４００年 に

レーマ ン人 たちは高度 な文化 の多 くを失 って しまっ

た。 そ して１４９２年 にコ ロンブスが この地で レーマン

人 を発見 した時， この強大 な民 の子孫は コロンブス

によってイ ンデ ィアン と呼ばれ たのであ る。

レーマ ン人 という言葉に は， あ らゆ る種 族のイ ン

デ ィアンおよびそ の混血が含まれ る。すなわち， ス

ー族
， アパ ッチ族， モーホーク族 ， ナバホー族， そ

の他 の部族 もまた ポ リネシ ア人， グアテマ ラ人， ペ

ル ー人 も レーマ ン人 であ る。 レーマ ン人 は偉大 な民

の大 きな集 団なのであ る。

教 会はイ ンデ ィア ンとあ らゆる レーマン人 に対 し

ていつ も非常 に大 きな関心 を払 ってきた。１８４５年初

めに，教会 は次 のように宣言 を出 した。 「やがて シ

オンの息子，娘 たちは森 に住む子供た ち （イ ンデ ィ

アン） を教育す るた めに自分 の時間の一部 を費やす

ように望 まれ るで あろう。なぜな ら， イ ンデ ィア ン

たちには福音を教え るのみでな く，市 民生 活をす る

上で の根本的な事柄を教 え，教育 を施 さなければな

らな いか らであ る。彼 らには衣類 と食物 を与 え，原

則 を教 え，徳，謙遜，習慣，装 い，音楽， または花

婿 の到来に備え るイス ラエル とヨセブの忠実 なる家

の息子，娘 としてふ さわ しく洗練 し，清め，品位を

高 め，栄光 を与 える と思われ る。 その他 あ らゆ る事

柄 を教 えなければな らな い。」 （パーカー ・プ ラ ッ

ト， ロビソン編 「パ ー レー ・パ ーカー ・プ ラ ッ ト書

簡」 Ｐ．５）

私た ちが レーマン人 に対 して人道主義的立場以外

で関心をいだいてい る理 由が ここにある。

およそ１５００年前，予言者 モル モ ンは 「私 の兄弟た

ちがまた再 び神 を知 り……再び喜ばれ る人 とな るよ

うに私 は兄弟 たちのため神 に祈 る。」 （モル モン言 １

３１３
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陸
１・

身 にま とうと，が っち りした肩を悪 寒が走 り， ジム

は思 わず身ぶ るいを した。

塚 にいて も修理 できないか らね 。」 ぶ っきらぼ

うに答 える と，玄関の ところまでついて きた メア リ

ーにす ばや くキス を した
。 メア リーは妊娠 ８ヵ月 で

あ りその体 は重たげで もの うい様子 だ った。・ジムは

メア リーを安心 させ るように抱 き， 心の動揺 を さと

られ ないように気をつ けていた。

「ジム……」 と彼女 は哀願す るように夫の腕 に手

を置 きた め らいが ちに言 った。 「きようはホ ーム ・

テ ィー≠ ヤーが来 る晩 よ。覚 えてい らっ しゃる。」

「覚 えて いるとも
。」彼 は こう言 って 力い っぱい

ドアをあげた。

風 は怒 り狂 った ように吹 きす さみ，暗 闇の中を故

障 した トラックの置 いてあ る納屋に行 く途 中の ジム

あが けて襲 うように吹 きつけた。嵐 か ら逃 れて納屋

に入 ると， ジムは あか りをつけなが ら意地悪 そ うに

ニヤ ッと笑 った。 こんな悪天候 の中をは るば る２５マ

イル もや って来 るのはばかか気違 いだけだ……。 そ

れ にホーム ・ティーチ ャーは町の人 間だ しこんな危

険な夜 は慣れてな いはずだ。 こんな時にまで奉仕 す

るなんて ……。 ジムには期待 す る気持 が全 くなか っ

た。 も し来 るな らば 自分が会員 にな って ２年 の間に

得た以上 の ものが教 会にはあ るに違 い な い。 しか

し， ジムはウ ィリアムズ兄 弟 とマー シュ兄弟 の忍耐

強 さを認 めざ るを得 なか った。 ２人 はこれまで １度

た りとも月々の訪 問を欠か した ことがなかったのだ

った。そ して ジムは ２人 の兄弟 が今夜 の嵐 にめげず

どうにか してその記録 を守 って くれ ることをひそか

に望 んで いた。

トラ ックを修理 しなが ら， ジムは メア リー と共 に

教会 に入 った ２年前 の 日を思 い返 していた。水 の中

に立 ちバ プテスマの祈 りを聞 きなが ら， ばか なまね

を して物笑 いにな るのではないか と気づ か っ て い

た。 その あとジムは新 しい人生 の出発点 にいるよ う

な新 たな気詩 にな っていた。

そ して， ジム とメア リーは教会 の活動に活発 に参

加 していた。 １月 もたた ないうちにジムは執 事 とな

り， そのす ぐあ と教師 にな り，続 いて 日曜学校の第

２副会長 の責任が待 って いた。 ジムは ますます教 会

に時間 とエネル ギーを注 ぎ込んで いるのに気がつ い

たがそれ はすべてや りが いの あることだ った。バプ

テスマを受 けて １８ヵ月後 ジムは長老 の職に按手聖任

され た。 その時 ウ ィリアムズ兄弟が これを記 念 して

聖 別された油 の入 った小 さなびん をジムにプ レゼ ン

トした。 「フ ァーガソン兄弟」 ウイ リアムズ兄弟は

言 った。 「これか ら君 は神権 と共 に生活す るのだ。

神権 は命 の次 に大切だ よ。君が受 ける祝福の中で最

もすば らしい ものなんだ。大切 に使 いたま え。」

それか ら事態 は変わ った一 それは知 らない間に

進 んで行 った。 たぶ ん最初の きっか けは トラクター

が故障 した ことか らだ った。種 ま きの季節 も近 づい

てお り， ジムは什分 の一 のお金を トラクターの修 理

代 に使 った。そ して不足分は いつか埋め合わせ ると

自分 に言 い聞かせて いた。種 まきが優先 し集 会は欠

席が ちとな り，急 に農場で必要 になったい ろい ろな

雑用 を している うち，つ いに全然 出席 しな くな って

いた。

ま もな く安息 日はジムにとって平 日と同 じよ うに

な り，朝か ら晩 まで働 いた。そ して月に １度 ，第 ２

金曜 日ごとに熱心な ホーム ・ティーチ ャーが農場 を

訪れ るようにな った。教会に出席 しない ことをユー

モアを交 えなが らしか るのを聞いて内心気が とがめ

なが らも，３０分を我慢 して過 ご した。

ジムはホーム ・テ ィーチ ャーた ちが りっぱな人 物

で あることを認 めざるを得 なか った。 しか し， ２人

は農作業が週 ７日制で １日１６時間の労働 の仕 事であ

るということに気づ いていない様子 だ った。讃美歌

を歌 った り，話 を した りす る時間 さえ もないのだ。

額 に汗 して （モーセ ５ ：１参照 ） この仕事 をす るこ

とで神 を礼拝 したではないか。 さもない と家族 は飢

えて しま う。

３３５
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ドライバーを荒 々 しく回 したので止 め金が ポキ ッ

ト折 れて しまった。小声 でのの しりなが ら代わ りの

止 め金 はない とい うことはわか っていたが道具箱を

まぜかえ してみた。止 め金 はなか った。 ジムはうん

ざり して ドライバーを道具箱 めが けて投げ つけた。

ドライバーはガチ ャンと音 をたて て入 った。

「ど うにで もなるさ
。」， と彼 は思 った。今夜 は交

通機 関が何 もないんだ。

納屋 の ドアを力いっぱい押 しあけると風が まと も

に当た り， ジムはせ き とめていた水が流れ るように

降 る雨 の中に吸 い込 まれた。 中庭 を突切 る時 にまた

上 着はび しよぬれにな り，背 中に寒 けが して思 わず

身振 い した。

嵐か ら逃 れてや っとの ことで心地 よいわが家 に着

き ドアを押 した時， ジムは家 の中の様子 がおか しい

のにす ぐ気 がついた。それは本能 的な も の で あ っ

た。何かが， どこかがおか しいのだ。

彼は急 いで台所へ行 った。椅子 が倒 れ，、やかんが

その そば に転が っていた。そ して もうもうと湯気 の

立 ちこめ る中 にぐった りと倒 れていたのはまぎれ も

な く妻の メア リーで あった。

永遠 という中に あ つて時が一瞬止ま ったかのよ う

で あ？た。 しば らくの間 ジムは事態がのみ こめなか

った。体 に一撃を くらった ような気が した。’急いで

あおむ けに したが妻は気を失 っていた。倒 れた時に

打 った左 の こめかみの青黒 いあざがはれ あが り，熱

湯 をかぶ つた顔や腕 には大 きな赤 い斑 点がで きてい

た。彼女 は意識を失 つてお り，閉 じたまぶたは紫色

に変 わっていた。 ジムはメア リーが死 んで しま って

彼 の もとに もうもど つて来 ないのではな いか とい う

言 いよ うのない恐れを感 じた。 そ して， メア リーの

胎 内で生 を受 けた赤 んぼ う も死 んで しま つたのだ ろ

うか ？ 永久 に………

その時， ジムは家 にあるただ １つ の輸送手段が こ

の最 も必要 な時 に故障 して納屋 に放置 されて いるの

を思 い出 した。 なすすべ もな くあた りを見回 し， そ

れか ら毛布 を取 りに走 つた。急 ぐあま りメア リーを

くるむ手 は思 うよ うに動かなか った。 ど うすれば良

いか考え ようと したが，気 がひど く動転 して いて い

ろい ろな ことが頭 の中をかけめ ぐ つた。

そ うだ薬箱 だ。何 か役 に立 つ ものが入 つているか

も しれな い。 大股 で小 さな戸 だなの ところに行 き，

戸を あけると，気違 いのよ うにな って ビンやチ ュー

ブの容器をひ つか きまわ した。 す ると指 に小 さな白

いプラスチ ックの ビンが触 れた。 「何 だろ う？」 し

ば らく考 え薬箱に投 げ もどそ うとしたが， その一 瞬

ある記憶が心の中 によみがえ って きた。 ふたを とり

手の ひ らにきれい な油を １滴落す とその記憶 はます

ます はっき りよみがえ って くるのだ った。 それは聖

別 された油だ った。按手聖任 された とき， ウィ リア

ムズ兄弟が 自分 に くれた ものだ った。今 とな っては

この聖別 され た油 はも う何の役 に もたたなか った。

なぜ な ら， トラクタ「が什分の一 に優先 し，農場 の

雑用 が教会 の集会 に優先 して しまっていたか らで あ

る。

その時，一 つの聖句が彼 の頭を よぎった。 「まず

神 の国 と神 の義 とを求 めなさい…… 。」 （マタイ ６ ：

３３参照）彼， ジム ・フ ァーガソンは そうしなか った

のだ。彼 は神 と神権 と教会 とに果たすべ き責任 を怠

ったのだ。 そ して，世界中で一番愛 して いるメア リ

ーを裏切 ったのだ。 そ して，何 よ りもジムは まさに

生 まれよ うとしている子供 を裏切 ったのだ。

メア リーはまだ意識 を失 った ままだ った。 ジムは

あ ることを しなければな らないことを知 って いた。

ジムは手 に．したぜンを見 つめ ピンを持 って指を しっ

か りと組 み合 わせ た。祈 りだ。祈 らね ばな らない。

それ も一心 に。

ジムはメア リーのそばにひざまず いた。見知 らぬ

世界に半 分行 きかけてい るメア リーを連れ もどさな

ければな らない と思 った時，ふ と恐れが心の中を よ

ぎった。 ウィ リァ ムズ兄弟が ６ヵ月前言 った神権を

使 う時はま さに今 なのだ。 ジムはたま らな く心細 く



感 じ，頼 もしいウ ィリアムズ兄弟の声を聞 きたい と

心 が さけんばか りに願 った。 しか し時計 を見 ると，

ホー ム ・テ ィーチ ャーが来 る時間は もう １時間 も過

ぎていた。 やは り， ２人 は嵐のため に来 れ な い の

だ。 ジムはひ とりでや らね ばな らなか った。

ジムは， 目に涙 をいっぱ いためなが ら灌油 の儀式

を執 り行 な うための言葉を思い出そ うとした。 しか

し言葉 は頭 の中で前後 し， どうい う順序 で言 えばよ

いのかわか らない。口に出 して言 おうと したが，言 い

かけた言葉 はつ っか えるだ けで あった。涙 がゆが ん

だ顔 を流れ落 ちた。 ジムは絶望 的な気持 で握 りこぶ

しを頭の上 にあげた。す るとや っと声が出てきた。

「おお
，神 よ」彼 は叫んだ。 「ど うか私 の罪 をお

許 し下 さい６主 よ申 し訳 け ございませ ん。 ど うか私

を助 けて下 さい。 どうか助 けて下 さい。」

ジムは身を震わせなが ら天 をあおいだ。過去 ６ヵ

月間の出来事 が走馬燈 のよ うに浮か んで きた。彼は

地上 で住 むべ き場所 と生命 を自分 に与 えて くだ さっ

た神の もとに， もう一度 たち帰 る時が来 た と思 っ

た。 ホーム ・テ ィーチ ャーは正 しか った。真の教会

にもど らなければな らないのだ。教会 に もどること

が決心のい ることはわかっていた。だが ジムは メア

リーのために，子供 のためにや ってみ よ う と思 っ

た。

再 び ジムは メァ リーの頭 に手 を按 いて 目を閉 じ，

口ご もりなが ら自信 な く言 い始 めた。 「メア リー ・

ファーガ ソン……」 いや，違 う。 フル ネームでな け

ればいけない。 メア リー ・エ レノア ・ファーガ ソン

これだ。 メア リー ・エ レノア ・フ ァーガ ソン。

再 び言 お うと口を開 きか けた時， ジムは メア リー

の頭 においてある 自分 の手 にさ らに もう ２組の手が

按 かれたのを感 じた。 ジムの手 に触れた その手は暖

か く，頼 もしい手 だった。驚 いて思わず顔 を あげた

ジムの前 にあ ったのは， ウ ィリアムズ兄弟の暖か く

あわれみ深 いまなざ しだ った。 ジムのそばにひざま

ずいていたのは同僚 のマーシュ兄弟で あった。

罰 か らのが れ る こ と

リチ ャー ド・Ｌ・エ バ ンズ

亜 を行なわない理由について述べたプラトンの有名な
’巳∂、

言葉がある。 「たとえ罪を神が許 したまい，他人が

知らないとしても，私は自分の中に存在する消 し去ること

のできない罪のために自分 自身を恥 じるに違いない。」すな

わちこの言葉はもし人が威厳，自尊心，また人生の目的や

律法を重んずる気持ちを持たずに行動するならば，因習や

習慣，さらには戒めの及ぶ範囲までも越えた償 うべきもの

が，人の心の中には本質的に存在するということを言って

帆るのである。

人は創造主のかたちに造 られたのであるから，自分自身

を尊び，内的にも清 く安 らぎを得ることができるように生

活しなければならない。 しかし１つの問題は，全体的に見

て，我々には行ないの結果からたえず放免されることへの

願い，すなわち行ないから生ずる応報を回避しようとする

一種の甘さがあるようだ
。我々は過程に関する意識，つま

り何が事態をひき起こすかということを考慮せずにいるの

ではないだろうか。

我々は道にはずれた生活をした結果生 じた事態をいかに

回避するかについてはよく心を配 るが，いかなる生活をす

べきかについてはあまり関心を示 さない。ある意味で我々

は，結果を考えずには行なうことのできない事柄がい くつ

かあることを忘れている。不道徳な行為をした時には必ず

その代償を払わなければならない。また正 しい生活のより

どころを間違 った方向に変更すれば，不道徳は我々を荒廃

させ，心を変化させてしまうだろう。我々は励ましを求め

る。例外もあるのだと言 って くれる人を望む。すべきでな

いことをしても，それでいいのだと言 って くれる人を求め

る。

しかし我々は思い出さねばならない。あるものが生み出

されるにはその過程があり，結果が生ずるにはその段階が

あることを。それは習慣牟定あたものでもなければ，まし

てや戒めの定めたものでもない。ただ人間の天性 人は

何なのか，なぜここにいるのか，何になり得るのか だ

けによるのである。

この問題の唯一の解決策は，しなければ良かったと思 う

ことをしないことである。生ずる結果を恐れなければなら

ないようなものは初めからしない方がいい。 「たとえ罪を

神が許したまい・他人が知 らないとして も，私は自分の中

に存在する消 し去ることのできない罪のために自分自身を

恥 じるに違いない。」

ス ポ ー ク ン ・ワー ド

１９７０年 １１月 ８ 日放 送
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日 本 東 伝 道 部

石 井 一 家 の 改 宗 （札幌支部）

佐々木姉妹とエヴァンズ姉妹は，その日，頭から雪をかぶり，寒

さにふるえながら石井家のベルを押 した，，石井家の人々は，人なつ

っこい大 きな目と，あたたか味のある輝 くようなほほ笑みを浮かべ

て訪れたこの２入の姉妹に一目で好感を持ち，良い印象を持った。

姉妹達は，手短に福音の紹介をし，教会へ出席する様頼んで，辞去

した。

彼女らが去ってから，石井家の話題は姉妹達のことに集中した。

石井兄弟が一番不思議に思ったのは，何のためにこの寒さをものと

もせず，戸別訪問までして教会のことを紹介して歩 くのだろうか？

動機は何だろうか ？何故寄進を頼まなかったのであろうか？それに

しても，あの宣教師達はどうしてあんなに暖かく，親切なのであろ

うか？石井姉妹は，福音のメッセージが実際的で理解し易いことに

強い印象を受けた。そして生活の指針として，この宗教をもっと研

究 してみたいと思った。 ２人の子供達は，姉妹達が置いて行 った美

しいオ リンピックマー クの入ったパ ンフレットに興味を持ち，それ

に書いてある英会話のレッスンに出席してみたいと思った。この様

にして，姉妹達の訪問は，石井家の全員に好奇心の種を心の中に蒔

くという点で大 きな効果をあげたのであった。

２日後，石井一家は揃って教会に出席 した． ８入の宣教師全員は

こぞって歓迎した。その後石井一家は，日曜学校，Ｍ ＩＡ，英会話

と出席し，毎日教会から確かなものを学んでいった，やがて一一家で

週 ｉ回の家庭集会を受けるようになって，だんだん教会のことが解

って来ると，石井兄弟は重大な問題にぶつかった。彼は神の真実性

と，宗教の意味を自分自身で見極めなければならなかった。宣教師

の伝えるメッセージが真実か，偽りか，彼自身で定めなければなら

ない． この問題は，宣教師が彼に代って決定出来る性質の問題では

無く，彼 自身で確信を得ることが大切なのであった。石井姉妹は，

兄弟とは違 ったやり方でよく理解 した。彼女は宣教師達の告げるメ

ッセージそのものより，それを告げる人達に強い印象を受けた。メ

ッセージをもたらした使者自身の

態 度 その もの も また ， メ ッ セー ジ

の 真 随 を 語 って い るか らで あ る。

家 庭 集 会 と平 行 して ， ３ヵ月 間

の石 井 家 の求 道 期 間 中 い ろい ろな

フェ ロー シ ップ活 動 が 計 画 さ れ

た。 月 寒 の ス ロー プで 開 か れ た チ

ュー ビ ング （タイ ヤ の チ ュ ー ブ に

乗 って 雪 の上 を滑 る競 技 ） ， ジ ン

ギ ス カ ン ピ クニ ッ ク， ス ポ ー ッ

会 ， ポ ッ トラ ックタ 食 会 等 は ， す

べ て 宣 教 師 達 と， 石 井 一 家 の 間 の

信 頼 と尊 敬 と愛 を 深 め ， 一 層 親 し

へと導 く強い影響力を及ぼす迄に

なった。その頃伝道部長宅で開か

れた ファイアサイ ドに招かれた石

井兄弟は，遂に全力をあげてバプ

テスマを前提とした勉強を始める

ことを決心 した。

家庭集会 も．…段と熱 が こめ ら

れ，特に石井兄弟に重点を置いて

熱心な質疑応答が進められた。同

時に彼は毎晩夜半過ぎ迄モルモン

経を読んだ。或る時は，彼の目は

疲れ切って，もうこれ以上 １行 も

読めない とい う状態に迄頑張っ

た。タバコと酒は，彼が長年の間

親 しみ， １日として欠かしたこと

はなかった。実際彼は家庭集会が

始まってから最初の３回位は，集会中でさえも依然としてタバ、コも

酒 も続けていた．森永乳業の管理職にある立場上，お客にお茶，タ

バコ，酒で接待するのは，彼の重要な仕事の一部でさえあった。彼

は常に誘惑にさらされていた訳であった。

バプテスマを １週間後に控え，石井兄弟は，益々熱心に勉強し，

祈り，またかつて経験のない程深 く反省 し熟老 した。彼の精神状態

は極度に緊張していた様子であった。その時になって，彼は足指が

化膿し高熱を出して床についた。バプテスマの２日前 彼は床につ

いている間も，断え間なく問題 と取 り組んでいた。或る夜，彼は遠

くの方で，聖典の表紙に彼の罪が １つ １つ書き出され，そしてゆっ

くりと消されて行 くのを見た。彼がこうして，努力 して，一歩一歩

登 りつめ，そして遂にバプテスマという１つの頂点に到達 し得たこ

とに，石井兄弟自身はもとより，彼の家族の喜びは大きかった。そ

の日曜の早朝，石井兄弟は水の中か ら出て来た時，彼の肩に今迄の

しかかっていた重荷がすっかり除かれているのを感じた。彼は証詞

を見い出した。

尋

轟

くなった。…旦こういう親しみが生まれると，単に宣教師と求道者

の教師対生徒の関係よりもっと深い信頼が生まれ，種々の個人的な

問題や不安，引込思案なども，打ち明け易くなるものである。この

ようにして， ８人の宣教師全員がその家族の信頼を得て，今や改宗

騨 ノ

’凝

調

石井一家は，彼等の生活の中に

大きな変化がすでに起こったのを

感 じている。石井兄弟は，かつて

は，毎晩のように友人達と夜半過

ぎ迄酒を飲んで過ごしたこともあ

った。現在は，勿論飲酒はきっぱ

り断って，家族 とのだんらんに喜

びを見い出して い る。彼は先を

見，彼にとって家族が一番大切な

ものであることがわかった 彼は

犀長の誇りを も って，家庭の夕

べ，家族の祈りを司会する，，彼の

妻は，今迄より…層彼を理解 し，子供達は父親を非常に尊敬する．

会社に於ては同僚に対 して，愛と理解と，謙遜な態度で，自制しな

がら接する様になった。

３３８



日本西部 伝道部 のペー ジ

ニクソン大統領はモルモン教会 と教会の教える生き方に深い尊敬と

賞讃の意を表明した。

西部伝道部 の宣教師 ロバー ト・Ｃ ・ハ ンツマ ン長老

の実兄 ジ ョン ・Ｍ ・ハ ンツマ ン兄弟 は このたび， ニク

ソン大統領 より特 別補佐官 に任 命され た。 当教 会員て

初 めて この任 についたハ ンツマ ン兄弟 を追 っ て み よ

う。

ハ ンツマン家 は ６代にわた りユタ州 に住む モル モ ン

ー家て あるか，後に カ リフォルニア州 に渡 った。 そ し

て １９７０年 にハ ンツマン兄弟は厚生福祉省 の副長官 に任

命 され， ワシ ン トンＤ． Ｃ．に移 った。 それか ら６カ

月後 に３４歳 で このハ ンツマン兄弟 は大統領特別補佐官

に任命 されたのて ある。ハ ンツマン兄弟は ホワイ トハ

ウスの人事，予算，行政問題 を担 当 してい る。 ニクソ

ン大統領 と接 している彼 に近況を尋ねてみ よう。

「大統領 はいつ もモル モ ン教会 と教会の教え る生 き

方に対 して深 い尊敬 の念 と賞讃 の意 を表わ さ れ ま し

た。」

「ほんの ２～ ３週 間前， ニクソ ン大統領 は， 「合衆

国の中で最 も優 れてお り，また最 も生産的 な教育制度

の一つ はモル モン教会か運営 してい る組織で ある』 と

話 され ま した 。」

「私 はある古参の大統領補佐官 か ら， ゴあなたは什

分 の一を払 ってい ますか』 と尋 ね られま した。 その人

は教会員て はあ りませんで したか，その人 はきっ と，

私か もしこの約束を守 ってい るな らは，大統領 に対 し

て もあ らゆる約束 を守 るだ ろうと思 ったにちがいあ り

ませ ん．幸 いに も，私 は 『はい」 と答 え ることができ

ま したＤ ここ， ワシン トンに

． 亨 ・

桟
群 現

は， もしその人か活発な モル

モ ンて あれ は，た め ら っ た

り，物事を中途半端に した り

しない人 と して頼 りにされ る

とい う強 い風潮が あ ります」

と語 った。

ニクソン大統領は彼の特別なアシスタントであり，また献身

的な教会員であるジョン ・Ｍ ・ハンツマンと会談しました。

日本西部伝道部て伝道中

のハンツマン長老

３３９


